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自動詞のうけみとやりもらい構造の文
On the relationship between intransitive verbs in the passive and 

sentences of Yari Morai “giving and receiving" structure 

【はじめに】

(A) 私は

(B) 私は

村上三寿

MURAKAMI Mitsuhisa 

帰り道で 雨に 降られた。

若くして 父に 死なれた。

そのことで 母に 泣かれた。

兄に わざわざ 東京まで 行って

姉に 夜おそくまで 部屋に いて

もらった。

もらった。

「うん、 やっと 雨E; 降って もらったな。 j

『ふう、 ようやく 彼が 帰って くれたよ。 J

「うん、 どうにか 雨が 晴れて くれたな。 j

この2つのタイプの文をくらべたときに、一方がめいわく(不利益)の意味

をもっているとすれば、もう一方はありがたさ(利益・恩恵)の意味をもって

いるということになる。このタイプの文を外国語に翻訳するとすればどのよう

になるのかはわからないが、現代日本語の動調のこれらの文法的なかたちのな

かに、あるいは、これらの文法的なかたちを述語とする文の構造のなかに こ

ういった利益、不利益の文法的な意味がやきつけられていることは事実である。

これが現代日本語のなかで、何という文法的なカテゴリーの内部に位置づけら

れて対立をつくっているのか、今のところ、私には正確に規定をすることはで
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きない。 rされるJという文法的なかたちのもつ文法的な意味についてみれば、
“v o i c e"のカテゴリーにとっての周辺的な現象のひとつなのかもしれな

い。 r--してもらう・~してくれるJについてみれば、 r--してやるj ととも

に、いわゆる“やりもらい(受給表現)"のカテゴリーの内部での現象なのだ

ろう。しかし、この2つのタイプの文の構造は、文のなかにさしだされるひと

つの出来事に対する、はなし手の(あるいは主語の位置にある人間の)心理的

なかかわり方や態度を表現する構造的なタイプとして、それぞれのカテゴリー

をまたいで対立物として存在しているように思われる。一方がめいわくの意味

をもっとすれば、もう一方はありがたさの意味をもっ。

動詞のうけみの「されるj という文法的なかたちそのものには、めいわくと

か不利益という文法的な意味がはじめからそなわっているわけではないだろう。

基本的にはそういったことにはニュートラルであって、このかたちを述語の位

置にすえ、動作の客体を主語の位置にすえることで、 “動作の対象となって、

そのはたらきかけをうけとる"という、うけみ構造の文の意味をあらわすにす

ぎない。 “v o i c e"のカテゴリーのなかで、 fするJに対立するひとつの

文法的な形式として、 “愛される・かわいがられる"としづ動詞も、また“き

らわれる・憎まれる"とし、う動詞も平等にとりいれる。本来“vo i c e"の

カテゴリーのなかのひとつの形式にすぎない「されるJが、どのようにしてめ

いわく性の意味をおびるようになってくるのか、そのプロセスをたどってみた

い。これが 1つ目である。

また、 r--してもらうJという文法的なかたちも、ありがたさや恩恵という

文法的な意味ばかりでなく、動作の客体となるという“voice"的な側面

もあわせもつことができる。

-106ー



いった

墜":>t::..。

てれ連一
4
H
H
 
ス

を

ウ

子

イ

息

テ
ンヌHY

 
セ

彼がA

B

 

「
l
I
l
l
1
1
1
l
L

メロスを

し、かれた。

もらった。

連れて

連れて

彼
一
彼
一

息子は

たつムソ
。
も

た一れ
一
て

h

り
一
つ

殴
一
殴

し、って

~.v.~.~.~とゴ.Z~J主

主.v.~.~.~とゴ.z~予~，=. 

息子は

メロスfi

という文法的なかたちと r.......してもらうJという文法的なかたちは、

それぞれ別々のカテゴリーのなかの存在として、別々のあゆみのなかでその文法

的な意味を実現し、確立してきたのだろう。しかし、現代日本語のなかで、これ

らの2つの文法的なかたちはたがいに接触し、一方で、 “v o i c e"のカテゴ

リーの点で構造的な類似性をもちながら、他方で、 “めいわく性・ありがたさ"

の点で相互補完の関係をつくり、対立しながらすみわけをつくって存在している

r.......してもらうJとしづ文法的なかたちを述語にする文の構造

メロスは

「されるJ

ように思われる。

を“vo i c e"性の面からたどってみたい。これが2つ目である。

①「されるJとし、う文法的なかたちのもつ文法的な意味の確認

② r.......してもらうJとしづ文法的なかたちを述語にする文の構造の確認

このふたつの作業をしたうえで、もう一度この2つの文法的なかたちのもつ

対立性をたしかめることにする。

「される」のかたちの文法的な意味【1】

(閥)

(具体動作の直接の対象)

裏功H主若い女たちにかつぎあげられ・...
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- かわいそうに兵十はいわし屋にぶんなぐられて・・・・

・弟はゅうべ、犬におし、かけられた・・・・
(新美南吉)

(小J11未明)

- 大きい体の開壬夜、小さし、からだのれい子に押さえつけられている・・・・

(しろばんば)

- 主援l主紺の制服たちに取り巻かれた。 (あすなろ物語)

- 洋ーがだだをこねて、この柿の木にしばりつけられた・・・・(壷井栄)

・土之乏主ど怯おばさんに連れられてきました。(壷井栄)
・珍しい罪人が高瀬舟に載せられた。(森鴎外)
・二人は信子の居間に遇された。(あすなろ物語)
・津田はようやく手術台から下ろされた。(明暗)
(感覚・知覚の対象、感情・心理・態度の対象)

- わたしさっき、お父さんににらまれたわ・・・・

・娘は十日程してから兵たちから発見された。
・丑松は・・・・男女の少年に慕われていた。
・玄l主・・・・顔が悪いと男には盤左往ゑだけね。
・・・・・部長の石田芳男にたいそうかわいがられている・・・・
・洪作たちは、さき子に叱られても・・・・
・おとながおとなにしかりとばされるというのは・・・・

(幸福の限界)

(蒼き狼)

(破戒)

(明暗)

(点と線)

(しろばんば)

(新美南吉)

こういったものは、具体動作と知覚・心理活動というちがいがあるにしても、

動作や活動の直接の対象・客体であるということをあらわしているだけであっ

て、これらの「されるJという文法的なかたちそのもののなかに“めいわく

性"という文法的な意味がふくまれているわけではないだろう。 r扱われる・

遇せられる・あしらわれる・話しかけられる・聞かれる・言われる・尋ねられ

る・呼ばれる・勧められる・頼まれる・誘われる・注意される・教えられる・

論される・そそのかされる・説得される・許可されるjなどのような、抽象的

な活動や言語活動のばあいで、あっても同じであり、やはり基本的な文法的な意
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味としては、動作や活動の直接の対象・客体、あるいは知覚や態度の対象であ

るということだけである。

(動作の直接の対象とあい手対象のふたつをもっ文)

「預ける・手渡す・与える・贈る・配給する・支給する・託する・配る・供

するJなどのように、動作の直接の対象のほかに、あい手対象を必要とする動

作のぱあい、 2つのタイプのうけみ構造の文をつくることができる。

(A)動作の直接対象を主語に

- 使者には金国皇帝への懇意主温室主主。

・ロシア人にも日本の漂流民たちにも演が毘主主主。
・チョコレートが、飛行士に配給されていたのです。
・光太夫には銀三士.放於・・・・支給された。

(蒼き狼)

(おろしあ国酔夢想)

(戦争童話集)

(おろしあ国酔夢鱒)

- 風呂の道具を持つ鴛怯・・・・亀男にも芳衛にも平等に割り当てられた。

- ・・・・困難な{王務提歩哨に課せられていた。

(B)あい手対象である人間を主語に

- 誕f'f.{主・・・・箱を手渡された。
・生徒主:?{主教師の手から・・・・通知簿を遮主主t=-.，
・~友去i主・・・・娘から肌着一枚を堕主主主。

・鮎A;{主冴子から加島宛の手紙を盟主主主。
・わしはこの子牛をあずけられたのだ。

(しろばんば)

(野火)

(しろばんば)

(しろばんば)

(おろしあ国酔夢諦)

(あすなろ物語)

(新美南吉)

- 嘉助緩主&f主、果物のしぼり汁を婦長から特別にサーヴィスされて・・・・

(闘)

・....母現段・・・・その役をふりむけられ・・・・。(闘)
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- 私は生みの母の情愛をめぐまれています。 (壷井栄)

r.......を知らせる・伝える・告げる・おしえる・申し渡す・話す・報告する・

打ち明ける・言い渡すJなどのように、 r.......をjのかたちで通達の内容や言語

活動の内容をもっている文のばあいにも、直接対象である通達の内容をうけみ

文の主語にすることも通達のあい手対象である人聞をうけみ文の主語にするこ

ともできる。

[他)父の消息だ 彼女に

(B)悠玄.位 父の消息を

告げられた。

告げられた。

しかし、通達の内容をうけみ文の主語にすることはあまり多くはない。これ

は、通達の内容そのもののあり方よりも、通達の内容をめぐっての人間と人間

との関係のし方、すなわち、通達活動という人間の活動全体における主体と客

体との関係のし方の方がより問題になることのあらわれだろう。

- 軍用除ゆき子のその後の消息を知らされた0

・弘怯・・・・隠居から身上話を聞かされた。
・....哀都50)，罪̂ だ遠島を言い渡されると・・・・

(浮雲)

(千曲川のスケッチ)

(高瀬舟)

- 私たちはなんとなくしろうとに負けまいっていう突っぱりみたいなものを

教えこまれてきた。(流れる)

こういったタイプのうけみ構造の文であっても、 fされるJという文法的な

かたちそのものに、やはり“めいわく性"があるわけではない。通達活動にお

ける客体、通達のあい手対象であるということをあらわすだけである。

(体の部分や側面のうけみ構造の文のばあい)

具体的な動作のはたらきかけを直接にうけるのが人間の体の部分であるとき

-110ー



には、その直接の対象である部分を主語にすえることも、その部分のもち主で

ある人聞を主語にすえることもできる。

(A) 兄が 彼の 頭を たたいた。

先生が ぼくの腕を つかんだ。

子どもが 犯人の顔を 見た。

猟師が くまの頭を 撃った。

(B) 彼の 頭が 兄に たたかれた。

[ぼくの腕が
先生に っかまれた。

(a) 犯人の顔が 子どもに 見られた。

くまの頭が 猟師に 撃たれた。

(bJ 盆墜狙旦ム心旦主
兄に 頭を たたかれた。

先生に 腕を っかまれた。

子どもに顔を 見られた。

くまは 猟師に 盟主 撃たれた。

( a )のタイプのうけみ文では、動作の直接の対象である体の部分そのもの

に視点があてられて表現されているが、 (b)のタイプの文では、人間に視点

があてられ、はたらきかけを直接うける体の部分のもち主としてかかわってい

る。このぱあい、体の部分が動作のはたらきかけをうけるのであるから、当然

そのもち主である人間も動作の客体であって、 r.........をJでしめされる部分はそ

の接触の部位であるともいえなくもないが、言語表現としては、主語にある人

間は、その動作に対して間接的にかかわっていることがあらわされる。直接的

な対象に対するもち主として、あるいは、部分に対する全体としての関係をも

っていることが表現される。

- 弘怯・・・・突然兄さんから壌を打たれました。(行人)
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- 康:tt?: 2.:立小さいとき、お!γ:~.をたたかれていたのよ。(輩井栄)

・私は・・・・左の肩を二三度強く小突き廻されました。(行人)
・彼玄i主・・・・光線に遭い、顔主胞と主主盤主主主。(原民事集)
人間の側面としての感情や心理や性質、あるいは動作や状態や活動のばあい

にも、このタイプのうけみ構造の文が多くつかわれる。

- ・・・・*-造阜、次第に感慨t.融和させられて・・・・ (雁)

・...・成主恩任l主・・・・公安;，強く揺すぶられたが・・・・ (蒼き狼)

- 彼はこの若い年長の婦人から自分の才能を褒められたことを・・・・

(桜の実の熟する時)

- 弘位、且会合働法三2.を窒主主主ように・・・・ (素足の娘)

「よろこびを見られる・感情をみだされる・眠りをゆるがされる・功績を認

められる・安眠を妨害される・活動をしばられる・飲食を許される・才能を見

込まれる・おこないを監視される・時間と背春と健康を搾取される・・・・Jなど

と、意味的にみればめいわくなものもあり、ありがたいものもあるが、それら

は単語の語い的なものによるものであって、 「されるJという文法的なかたち

のもつ文法的な意味によるものではないだろう。

(所有物・もちもののうけみ構造の文のばあい)

人間の体の部分や、人間の側面としての感情や心理や性質、動作や状態や活

動のタイプの文の延長として、もちもののうけみ構造の文をあげることができ

る。

- 哀哀のごみ段、こんだ電車で、衣子三ど玄盟主主エ、かなりの大金を失った。

もう一人は、電車の網だなにおいた.萌助主持ってゆカ亙れた。(舞姫)

・訟Ì~l主大きな父のずま当箱.玄・・・・室主色t:.のである。(二十四の瞳)
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• tをだ現量殺害された場合には、敵討をしなくては・・・・
・友子の母段、・・・・戦争で家主みな盤主主主。

(森鴎外)

(舞姫)

自分の所有物・もちものが動作の直接の対象となるぱあい、 『とられる・持

ってゆかれる・盗まれる・奪われる・取り上げられるJなどであれば、主語に

ある人聞が、所有物の移動における間接対象(あい手)として、動作そのもの

にも関係をもっているとも言えなくもないが、しかし、ここでの人聞は、動作

の直接の対象にとって、もち主・所有者としての関係をもっていることになる。

このタイプの文での主語にある人間は、直接的にも間接的にも動作の対象とは

なっているわけではない。動作や活動が対象としての物にもたらす出来事に対

して、所有者としての関係をもちながら、結果的に、心理的な、ときには実質

的な影響をうけることを表現している。うけみ構造の文は、動作の直接的な客

体が(ときには間接的な対象が)主語の位置にすえられ、そのたちばから出来

事がのべられるというのが基本であるが、この種の文の主語にある人聞は、動

作の結果としての影響だけをうけとることになる。他動詞を述語にする文であ

りながら、その動作の客体・対象が主語にすえられているわけではない。その

意味で、この種のうけみ構造の文は、自動詞のうけみ構造の文と連続をなす、

《はしわたしの文》であるとも言える。しかし、 「されるJという文法的なか

たちの文法的な意味についていえば、この種の文が必ず“めいわく性"の意味

をもっということはできない。たしかに「殺されたり・切られたり・接された

り・部屋をのぞかれたりJすれば、それはめいわくだろうが、 f娘をほめられ

たり・持ち物をうらやましがられたりJすることは、必ずしもめいわくとは言

えない。自分にかかわりをもっ場所・空間について r(日の光に)枕もとを照

らされたり・ (潮水に)足もとを洗われたり」することには、 “めいわく性"

も“ありがたさ"もなくニユ}トラルである。ただ、これまでのいくつかのタ

イプの文の連続が、動作の直接の対象でなくてもうけみ構造の文になることを

可能にする、その道すじをつくっているということまでは言えるだろう。

しかし、自動調のうけみ構造の文においては、 「されるJの文法的な意味は

つねに“めいわく(不利益)"である。
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(自動詞のうけみ構造の文)

基本的に、動作の客体・対象のたちばから表現されるうけみ構造の文が、自

動詞述語文からつくられるばあい、そこにはどのような意味的な関係があらわ

されることになるのだろうか。自動詞述語文は、それだけで、ひとつのまとま

った出来事をあらわしていて、他の人や物とは対象的な関係をとりむすばない

のだが、その出来事に対して対象的な関係をもたない人聞がうけみ構造の文の

主語にすえられたとき、そこには別の種類の意味的な関係があるということに

なる。自動詞のうけみ構造の文についてしらべるというのは、この関係のし方

を確認することである。

(A) 

(B) ぼくは

彼女は

彼は

私は

子どもが

夫が

女房が

雨が

子どもに

夫に

女房に

雨に

泣いた。

亡くなった。

逃げる。

降った。

泣かれた。

亡くなられた。

逃げられた。

降られた。

自動詞述語文にあらわされていない第三の人聞がそのうけみ構造の文の主語

にあらわされるとき、その人間は動作の直接の対象ではなく、その出来事をめ

いわく・不利益とうけとめる人間である。心理的に、ときには実質的にも、め

いわくをうけるというその関係は主観的であるともいえる。出来事にとっては

内的な関係ではなく、外的な関係である。その関係の主観性は出来事に対する

人間のうけとめ方・態度として文の構造のなかにはっきりと表現をうける

( r--されては困る・~されて迷惑だJ)。出来事それ自体のなかに、そのよ

うな不都合さがあるわけではないので、それに対する人間の主観的な関係のし

方を文のなかに表現する必要がでてくるからである。しかし、主観的ではあっ
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ても、主穏にある人間にとっては、 「されるJという文法的なかたちをとるこ

とで、何らかの客体的な関係になぞらえるようなものをうけとっていることを

表現しているともいえる。

- 洪作はおぬい婆さんの足にしがみついた。学校へ行かれてはたまらぬ

と思った。(しろばんば)

・まあ、五人の子供に側でなきたてられてみたまえ。なかなかやりきれ
t;.~.~.~.~.:立住t.~.~ごち (破戒)

・だが、もしも、この宿で寝込まれるようになっては、.ど:2.1巳~j位~:!rが.

なくなるのだと・・・・ (浮雲)

・二、三人のそういう客に座り込まれると、庖いっぱいに、反物が並べ
られて、その聞をぬって歩くのが、たいへんだった。(中谷宇吉郎集)

・「来られでも困るな。僕はいなしリ (氷壁)

・佐倉製網としては、どうあってもザイルに切れられては国ゑ.1. (氷壁)
あまりおおくはないが、自動詞のうけみ構造の文とおなじ意味で、他動詞の

うけみ構造の文がつかわれることがある。このぱあい、出来事に対する主語の

人間の主観的な態度・関係のし方がうけみ文のなかに表現される。こうするこ

とで、その“めいわく性"がはっきりとなる。

- 肴を切る庖丁で蛇を切られては困るとでも思ったか、娘は抗議をする

ような目つきをして主人の顔を見た。(雁)

・あ、アマンジャクがはたを織り始めただな、あんげな音たてて。あん
げなふうに織られてはどJ~~な企担。おらが織っとった時はキコパタト

ントンカランコカランコいいよったに、ょうニワトリッコょう、あの

音はドジパタドジパタいいよるでねえかよう。(木下順二)

・あのりっぱな被~*-をきられたら、立をご?ル.乞と思~2.tヒ~~:I::t。

(壷井栄)

・二人の友達に歩きまわられて、美しい霊置を主主主ゑことが姉l~.三合主.。
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(あすなろ物語)

・I兄さん、あなた何をおっしゃるんです。あたしが何時ねえさんにあ
やまってもらいたいといいました。そんないし、がかりを担造されては、

あたしがねえさんに対して面目なくなるだけじゃありませんか。」

(明暗)

・「洪ちゃ、家主昼主主まちがえられては、獲2:~，が周.日_ç，_~と。 J

(しろばんば)

・事件に対する直会合雪之友主、そのように取られては企牲支色主主.。
(氷壁)

・今みたいなたいへんなときにのんびりした口調で話されると、イライ
ヨオ.る_(l]_を_~_り.るよ主が:立さ怠ど。(高円寺純情商庖街)

自動詞のうけみ文のぱあいは、出来事に対するこのような主観的な関係のし

方・態度が文のなかに表現されていなくても、 「死なれる・病まれる・泣かれ

る・逃げられる・雨に降られるJなどの動詞それ自体が、社会的な常識として

周囲の人に対する不都合さをその語紫的な意味のなかにもっているとも言える

かもしれないし、 r--されてしまったJという動詞の文法的なかたちそれ自身

でその不本意性を表現していると考えることもできるかもしれない。

- 気がせいてたまらなかった。ぐずぐずしていると、ついに鐘に盆ヱエ

しまわれるおそれがあった。(新美南吉)

・なんとかして、たとえ一言でもとっちめてやるべき相手に、うまく逃
げられてしまった気持だった。(氷壁)

・岩本楼で、夕御飯たベて、雨に降りこめられてしまったの・・・・(めし)
・ちょうど今のように神田で雨に降りだされて、酒問屋の戸の締まって
いる外でしゃがんでいると、そこへ駆けこんだ奴がある。(森鴎外)

しかし、自動詞文における「されるj としづ文法的なかたちのもつ“めいわく

性"とし、う文法的な意味を、単語の語い的な意味や r........してしまうJの文法的な
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意味に帰着させるわけにはし、かない。他動詞文の「されるJにおける動作の対象

性の移行のプロセスの連続と、部分や側面やもちものに対する全体・所有者とい

う関係の連続性をたしかめ、そこに自動詞のうけみ文が入りこむ道すじを確認し

たとしても、現代日本語の自動詞文において確立している「されるjの文法的な

意味については、 “めいわく性(不利益)"に対立する“ありがたさ (J恩恵)" 

の意味をあらわす r-してもらうj との関係のなかでとらえなければ不十分であ

る。この2つの文法的なかたちは現代日本語においては、使用の点でも、文法的

な意味の点でも対立しながらセットをなして存在している。 rされるJのもつ

“めいわく性"は、同じ文法的な構造のなかで r-してもらうJと対比させられ

ることで固定的になってきているとも言える。心理的な態度・関係のし方を表現

するばあい、この2つのタイプの文は、構文論的な構造の点でも、共通性をもっ

ている。ためしに r-してもらうJの文を“vo i c e"の場にすえて検討して

みよう。

r_，してもらう」の文の構造

立つ。

石を

かずおが

【2】

A

B

 

F
E
-
-
I
l
l
1
1
1
L
 

はこぶ。

-nノ
f
り品。で

。
ん

ら
一
は

も一て一2

を

立
一
石

かずおが

かずおにま
一
ま
一

し
…
し
…

た
一
た
一

わ
一
わ
一

(A)の文が出来事をえがいている文であるとすれば、 (B)の文では、そ

の出来事に対して、主語にある人聞が“ありがたさ"を感じる、あるいは、実

質的に利益や恩恵をうけるということをあらわしている。 (A)の文が自動詞

文であっても、他動詞文であっても、 (B)の主語にある人間は、その出来事

にありがたさを感じるたちばにあるということであって (A)の動作の客

体・対象であるわけではない。これが r-してもらうJというかたちの基本的

な文法的な意味である。これに対して、他動詞のうけみ文の「される」のかた
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ちの基本的な文法的な意味は、動作の客体・対象ということであって、出来事

にともなうありがたさには無関心である。

- ・・・・彼は、ついてきてくれた刑事に帰ってもらった。

• 1空うf:f主たのんで、おかあさんについていってもらいました。・芝国主企怯青年団の人びとにあつまってもらいました。
(点と線)

(壷井栄)

(新美南吉)

- 私のほうはあんたにいてもらうのがいいと，思ってるの・・・・ (流れる)

・鉄茶菓涼一応忽願主-~-~_?-玄~fQ.在容.支ボルテに承認しておいてもらいたい
と思った。(蒼き狼)

・岡田に蛇を殺してもらった日のことである。お玉は・・・・ (雁)

自動詞のうけみの『されるJと閉じ構造の r........してもらうJを次のように対

比してみると、その文法的な意味のちがし、がよくわかる。

- 倫が茶の間にすわっていられたのでは、一層気が落ち着かないので

あ る。(女坂)

・....どうも、子どもにたずねてこられて、工合悪いもんですさかい
(めし)

・まさかこれだけで、手もなくしてやられたまま、あっさり盤主主主
主主主こともあるまい。(流れる)

- ゆき子がもどるといったとき、・・・・もうすこしそこへすわっていて

もらいたかった。(浮雲)

・おぬい婆さんは・・・・階段の下て恒lれ、医者に来てもらって・・・・
(しろばんば)

・貴重な時間をむだに費やされたあげく、たのむようにして盛ヱエ主
らった・・・・ (明暗)

これらの例のぱあい、動作それ自体が直接自分にむかつてくるわけではない
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ので、出来事に対して外的にかかわって、その利益や恩恵をうけとったり、あ

りがたさを感じとるということになる。しかし、次からの例では、その，恩恵を

うけとる主体が動作の直接の客体・対象でもあったり、あい手対象でもあった

りと、動作そのものにもかかわっている。文の構造の点では、 fされるJのか

たちのうけみ構造の文と共通することになる。このなかで r.........してもらうJの

文法的な意味と「されるJの文法的な意味を対比しながら検討していくことが

できる。

(主語が動作の直接の客体・対象であるもの)

• r堂本さんに、車にのせてもらうんだよ。 J (壷井栄)

・死にそうな病気にでもならぬ限り、部落の者はたれも医者などにはみて
もらわなかった。(しろばんば)

・純一は・・・・幹事の所へ連れていってもらった。(青年)
・私・・・・満州の新聞社の人に連れてかえってもらったの。(放浪記j
(主語が『に格」のあい手対象であるもの)

- 巳之助段ランプのあっかい方をひととおり教えてもらい、 (新美南吉)

・ゆき子はこの家の人からさつま芋を分けてもらって・・・・ (浮雲)

・これまで、わしは、ただのいちども、人聞からやさしいことばを主当工エ
もらったことはない。(浜田広介)

・操作段七重にあたらしいセルの着物を着せてもらった。(しろばんば)
・「・・・・いつか、おかあさんに童話の本を買ってもらったよJ (坪田誠治)
・諜住鼠身弘主た、ずいぶんおぬい婆さんにそばがきを作ってもらったが、

(しろばんば)

・「叔父さんは、きのうお父さんからおごってもらったんですってね。 J
(それから)

・質問怯・・・・事務室の人たちを紹介してもらった。(浮雲)
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(主語が「から格」のあい手対象であるもの)

- 巳之助は村の雑貨屋へ、つくったわらじを買ってもらいによくいったので

(新美南吉)

・• • • .それがしからのお礼だ。失礼ではあろうが、笑って受けとってもらい
主ど。(お伽草紙)

・..・・主人は姐を取りのぞいてもらったのがうれしくて、感謝のしるしに・・・・
(黒い雨)

- 私も・・・・エプロンを君ちゃんにはずしてもらうと・・・・ (放浪記)

(主語が体の部分や側面・もちもののもち主であるもの)

- 鮎太は・・・・雪枝に頭をぬれ手拭いで冷やしてもらった。(あすなろ物語)

・ゆき子は・・・・産婦人科医をたずね、からだを診てもらった。(浮雲)
・三千代は、誰かに、しっかりと、両手をつかんでもらいたいような、さび
しさだった。(めし)

・・・・・バリカンをとりだしてきで・・・・『・・・・なんならうちのお父さんにでも
刈ってもらったらどうですJ (壷井栄)

・白川はひ弱くなった心を倫に抱きかかえてもらいたいと思う(女坂)
・....倫i主・・・・自分というものの内心の欲望や情緒を底の底まで良人に金金
ってもらいたいのだった。(女坂)

・私は裁縫を母に見てもらいながらしたり、家事の手伝いを・・(素足の娘J
・洪作は・・・・教師の犬飼のもとへ勉強を見てもらいlこいつたo (しろばんば)
・私は運転手の吉さんに行李をかついでもらうと・・・・ (放浪記)

・健法彼女に書架の一部をぞうきんでふいてもらった。(彼岸過迄)
うけみ構造の文における『されるjの文法的な意味は、基本的には、 “不利

益(めいわく性)"にはかかわりのない動作の客体・対象である。そして r......... 

してもらうJの文法的な意味は、基本的には、 “出来事に対してありがたさを
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感じたり、利益や思恵をうけとる"ことの表現であるというふうにはじめにお

さえておいた。それぞれを「するJという文法的なかたちとの対比において、

別々のカテゴリーのなかで検討すればそういうことになるのだろう。しかし、

おなじ構文的な構造のなかに「されるJと r........してもらうJをすえて、その文

法的な意味を検討してみたとき、必ずしもそうとばかりも言えない場合がある。

r.......してもらう」のかたちが、文の構造の点からみると本来のうけみ構造の文

とおなじように、確かに動作の客体・対象であることを表現していながら、

“利益性・ありがたさ"の点ではニュートラルになっている場合がみられる。

こういった場合に、これらを fされるJのかたちにおきかえることの方が不自

然であって、もしおきかえようとすると、ことさらに“めいわく性"を強調す

るか、あるいは「される」のかたちにおきかえられないかである。

自動詞の構文では、 「されるJと r........してもらうJの文法的なかたちは、た

しかに“ありがたさ・めいわく性"において たがいに文法的な意味を対立さ

せている。しかし、本来のうけみ構文とおなじ構造をもっ他動詞の構文では、

このふたつの文法的なかたちは、たがいの存在を前提にして“ありがたさ・め

いわく性"の文法的な意味をおぴたり、失ったりしながら意味領域を分担し合

っているように思われる。動作の直接の客体・対象である場合、あい手対象で

ある場合、部分・側面のもち主や所有物のもち主である場合と、それぞれ“あ

りがたさ・めいわく性"のニュアンスがことなって、たがいの存在を前提にし

ながらその文法的な意味がゆれうごいている状況なのかもしれない。

実際、現代日本語の使用のなかで、先にあげた例において r.......してもらうJ

を fされる」におきかえたり、次の例文をくらべたりしたときに、恩恵性やめ

いわく性の点で、どちらがニュートラルなのだろうか。

母に 髪を 切ってもらった。

切られた。

ぼくは 父に 荷物を はこんでもらった。

運ばれた。
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【3】やりもらい構造のカテゴリーの体系

r--してもらう/--してやる/，.._してくれるJと、それらのひとつひとつに

対応するていねいな言い方のかたち r，.._していただく/--してあげる/--して

くださるJの形式は、セットになって“やりもらい"とよばれているカテゴリ

ーを形成している。これらの文法的な形式は、動作をめぐって、 “その動作の

結果おこってくる、あるいは、動作にともなう利益性(恩恵性)"を、そのあ

たえ手のたちぱとうけ手のたちばからのべているカテゴリーである。文法的な

意味の点では、 『されるJと「するJの対立からなる“ヴォイス"のカテゴリ

ーと接している部分もあるが、接している部分だけの問題ではなく、 “やりも

らい"のカテゴリーには“やりもらい"の、 “ヴォイス"のカテゴリーには

“ヴォイス"の、それぞれの独自の体系がある。そういう意味では、隣接して

いるといっても、それぞれを相対的に独立したものとして調査し、記述してい

く必要がある。ここでは、この“やりもらい"の3つの文法的な形式がどのよ

うな対立をなして体系をつくりあげているかをのべてみる。

文の構造の点からみれば利益(恩恵)のあたえ手とうけ手のいずれを主語

にすえてのべるかによって、基本的につぎのような対立をつくっている。

(主語にすえられるもの) (述語のかたち)

利益()恩恵)のあたえ手 r--してやるJ

利益(恩恵)のうけ手 r--してもらう」

このふたつの対立のなかに r，.._してくれるJという文法的なかたちが入りこ

んでくるときに、どのような要素がかかわってくるのだろうか。それは、はな

し手(かたり手)の視点である。 r，.._してやるJの構造の文は、利益(思恵)

のあたえ手を主語にすえる文ではあるが、このおなじ構造のなかで、はなし手

の視点が利益のあたえ手とうけ手のどちらのたちばにたっているかによって、
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r........してくれる」の文と領域の分担をおこなっている。

【主語はどちらも利益(恩恵)のあたえ手であるが】ー(文の構造として)ー

(はなし手のたっているたちば) (述語のかたち)

利益()恩恵)のあたえ手 r........してやるJ 1 

利益(J恩恵)のうけ手 r........してくれるJ

そして、はなし手(かたり手)のたちばは、具体的な文のなかでは 1人称と

してあらわれるのであるから このつかい分けには“文の人称性"がかかわっ

てくることになる。

主語にすえられるもの【文の構造】

(主語 一一，恩恵のあたえ手)

r，..，_してやるJ
(あたえ手のたちばにたっ)

(主語 一一恩恵のうけ手)

i r........してもらう J
i (うけ手のたちばからのペる)

C::::山
j盟主母から本を買ってもらった。

j主主以さ母から本を買ってもらった。

母が娘に本を買ってやった。

×盟主主主以三本を買ってやった。*

l 
r，..，_してくれるJ
(うけ手のたちばにたっ)

母は盟ミ本を買ってくれた。

0母はわたしに本を買ってくれた。

は

な

し

手

の

た

ち

ば

3人称の場合には、はなし手は恩恵のあたえ手とうけ手のどちらの

たちばにもたってのべることができる

※ 
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r........してもらうj の構文と r........してくれるjの構文は、主語にすえられてい

るものが別であって、ことなる文法的な構造をもっているにもかかわらず、そ

の文法的な意味に共通性が感じられるのは、そこにかかわる、はなし手(かた

り手)のたちば(視点)に共通性があるからなのだろう。

【はなし手のたちば】 どちらの視点からのべるか

(利益(思恵)のあたえ手に) (利益(思恵)のうけ手に)

F ー芝岡さんは青年団の人びとにあっまってもらいました.

平岡はこの時計を妻に買ってやった。一一I (主語) 恩恵のうけ手

(主語)ー恩恵のあたえ手 | 
」ー冴子は鮎太に参考書を買ってきてくれた。

(主語) 恩恵のあたえ手

(はなし手のたち11)ー思恵のうけ手

r........してくれるjの構文は、文の構造の点では、恩恵のあたえ手のたちばか

らのべながらも、はなし手の意識としてのたちばは、恩恵のうけ手のたちばに

あるという二重の構造をもっているともいえる。そのために、 r........してもら

うJの構文のときとおなじように“感謝ゃありがたさ"の文法的な意味がうま

れるのである。そして、 r........してやるJの構文と r........してくれるJの構文との

つかい分けは“文の人称性(1人称であるかどうかが基本になる)"にかかっ

ている。 r........してくれるjの構文で主語が 1人称になることはない。利益(恩

恵)のあたえ手を主語にする構文でありながら、はなし手がそのうけ手のたち

ば(視点)にたつ構造であるからである。これがまず基本となるっかい分けで

ある。そして、ここを出発としながら、会話文において、 2人称と 3人称の文

のなかでも法則的につかい分けがなされる。それは、きき手との関係における

はなし手のたちば、第三者との関係におけるきき手に対するはなし手のたちば

をあらわすことにもなる。
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( 1人称が主語の場合)

主語が1人称であって、その利益(思恵)のうけ手がきき手 (2人称)であ

る場合には、述語はかならず r........してやるJであって、 r........してくれる」のか

たちをとることはない。

- 気の毒なこった。お色主こうして毎日、見舞いにきたりはきたっても、

さてどうしてやるわけもかなわんでなあ。(木下順二)

・fそんなことをすると、もういっしょにねんねしてあげません。 j
(新生)

・「おひるにはパンを焼いといてあげますからね、早く帰っていらっしゃい」
(坪田譲治)

・「・・・・時間があったら君のために送別会を開いてやろうとし、うのだj
(明暗)

・fさあ、おやすみ、おじいさんがお帰りになったら、きっとおまえを星よ
してあげるから、床の中へはいって、ねていて待っておいで。 j

(小)11未明)

・「・・・・さあ、あそこまで降りていって、簡や鎌をあそこにおいて、お前を
麓へ送ってあげようjこういって安寿は・・・・ (山根太夫)

・r"、いもの、八津にこしらえてやろう。こんなこと、お前たち、知らない
だろ0 ・・・・J (二十四の櫨)

・「ぼくも祭の着物がきたいや。にいちゃんたちみんながきたんだもの。 J
「そうかい。それじゃ、主J-:-坊i_~_1:_&J;_'もきせてあげようね。」

(新美南吉)

主語が1人称であって、その利益(思恵)のうけ手が3人称である場合にも、

述語はかならず r........してやる」であって、 r.......してくれるjのかたちをとるこ

とはない。
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• r...・それがアキコのお墓さ、まだ子どもだもんね。そいでね、命日に、
ぼくがまた薬屋からうた時計を借りてきて、やぶの中で鳴らして、アキコ

にきかしてやったよ。やぶの中で鳴らすと、すずしいような声だよJ

(新美南吉)

・-・・・ はあ? 鶴か? うん、鶴怠.ら、いつだったかおらが畑打っとった
ら、くろに鶴が下りてきてよ。矢を負うて苦しんどったに抜いてやったこ

とがあるわ。(木下順二)

(2人称が主語の場合)

主語が2人称であって、その利益(恩恵)のうけ手がはなし手(1人称)で

ある場合には、述語はかならず r-してくれるJであって、 f-してやるJの
かたちをとることはない。

- 布を織ってお金を・・・・そうしなければ・・・・そうしなければあんたはもう

あたしの側にいてくれないのね?・・・・ (木下順二)

・そしてあの布を織ってあげたら、あんたは子どものようによろこんでく
れた。だからあたしは、くるしいのをがまんして何枚も何枚も・・・・

(木下順二)

・「君だったかね、昨夕馬車へのってここまでいっしょにきてくれたの
旦。 J (明暗)・「・・・・あなたは、死んだ人が、ひよこりとでてきたといったら、それを
信じてくれますか。 J (赤い鳥)

• fねええ、純ちゃんをお母さんはとても信用してるんだけどね、締l~_全

んもお母さんを信用してくれるね。 J (壷井栄)

・「・・・・あんたは わき目もふらないで、私に献身してきてくれたで
しょう。 J (舞姫)

・「ジム、あなたはいい子、よく私のいったことがわかってくれました
担。 ・・J (赤い鳥)
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• rいや、主役l主紅倫君だろう。わしが古井戸のなかに落ちたのを、主丘三
てくれたことを、おぼえているだろう?・・・・J (新美南吉)

主語が 2人称であって、その利益(思恵)のうけ手が別の人間 (3人称)で

ある場合には、述語は r.......してやるJになる。これは、はなし手が第3者の人

間よりは、きき手 (2人称)のたちぱにたって会話をすすめるということのあ

らわれだろう。

- 広介に頓かれると、明子は、にやりと笑って、 r.今度~fQみJ~ζ~.、口紅の色

を選ってやる? いやよ私と同じものなんかっかわせちゃ。 J (くれない)

・「よし、追いだすようで気の毒だが、分.隊長役立場t~考えてやらんといか
ん。犬死するなよ0 ・・・・J (野火)

・「・・・・何も主盤査開恩主&歪~.~?.それを借りてあげるだけの義理はなかろ
うじゃないか。 J (行人)

こういった構造の場合に、述語を r.......してくれるJにすることはできない。

もし、 r.......してくれる」のかたちをつかえば、第3者の人間のためにおこなう

動作であっても、そのことに感謝ゃありがたさを感じるのは、はなし手(1人

称・自分)であるということをあらわす。つぎの文をくらべてみるとわかる。

よろこぶことでしょう。 J

「主主主主お:!:_c主会のためにその仕事をやってくれると、私はとてもありが

たい。 J

(3人称が主語の場合)

主語が3人称であって、その利益(恩恵)のうけ手がはなし手(1人称)で

-127ー



ある場合には、述語はかならず r........してくれるj であって、 r........してやるJの

かたちをとることはない。

• rJ.，、いえ、わびるのはむこうです。そういってください。あのおばあさん
が、犬のぼえるのをとめてくれたら、よかったんです。 J (壷井栄)

・「仏閥西へきて一番最初にあった老婦人夜、一番おおく自分のことを主主
エ三主ゑ。 J (新生)

・「旦部主主i主私をだいじにしてくださいます。私はからだがふつうの女よ
りよわいからむりをさせては早死にするって・・・・J (女坂)

・「あのかた、東京へいらしていて、私たちには、しらせてくださらないの
ね?そんなこと・・・・?J (舞姫)

・いや、この人はおらの病をなおしてくれただ。(木下順二)
主語が3人称であって、その利益(J恩恵)のうけ手がきき手 (2人称)であ

る場合にも、述語は r........してくれるJになる。これも、はなし手が第3者の人

間よりは、きき手 (2人称)のたちばにたって会話をすすめるということのあ

らわれだろう。

• rあなたいかがて寸、せっかく説uり泉主_&.夜あなたのためにとし、って盤2
てくれたんですよ。 J (明暗)

• rさあ、なかないで、よし坊。ねえさん、じきかえってきてくれるからね。
おまえは、いい子だから、かあさんのいうことをきくんですよ。・・・・J

(新美南吉)

・「・・・・坊さんはいい人で、きっとお前をかくしてくれます。 J (山根太夫)
・「・・・・それにお屋政(J)笥~_2.交主夜、毎日おまえを運動につれてってくださ

盃ム主主J (赤い鳥)

・『・・・・どうも、そりゃ、人閉じゃない。神さまだ。神さまが、おまえがたつ
たひとりになったのを、あわれにおもわっしゃって、いろんなものを生三企

でくださるんだよ。 J (新美南吉)
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こういった構造の場合に、述語を r.......してやるJにすることはほとんどない

が、もし、 r.......してやる」のかたちをつかうときには、きき手に対して第3者

の人間のたちぽになってのべるということだろうが、予想やきき伝えとしての

べるというスタイルになる。

• r・・・・吉井さんのところに女中が入用だから、ひょっとしたらあんたを世
話してあげようという先生の言葉だったけど・・・・J (放浪記)

• r・・・・それの補充におまえを採用してあげるというお言葉だ。・・・・J
(お伽草紙)

これらの“人称性のちがい"をまとめてみると次のようになる。 r.......してく

れるJのつかい方の基本は、はなし手(1人称)の人間のたちば(視点)を思

恵のうけ手においてのべるということである。 2人称の場合は、会話のなかで、

第3者との関係において、はなし手がきき手のたちぱにたつということからお

こるっかい分けにすぎないということになるのだろう。

(主語) r.......してやるj r.......してくれるJ

(はなし手が あたえ手のたちばに立つ) (はなし手が うけ手のたちばに立つ)

2人体/， 0 わたしは君に本をかしてやった。 x わたしは型三本をかしてくれたa*
[1人称から]

3人称へ O わたしは並区本をかしてやった。 xわたしは匙本をかしてくれた。*

3人称ハ O 君は 披に本をかしてやった. x 君は 盤に本をかしてくれた.*
[2人称から]

l人称へ× 君はわたしに本をかしてやった。* 0 君は主主以三本をかしてくれた。

2人称へ × 佐は 型三本を色V(~.，主。* 0佐は 盟主本をかしてくれた。
[3人称から]

l人件へ × 世はわたしに本をかしてやった。本 O 佐はわたしに本をかしてくれた。

[3人伽も] 3人称へ O 被は 盤起三本を主1.;( ~.，主。 o 位は 盤担L本をかしてくれた。
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3人称どうしの関係においては、 r--してやるJのかたちと r.........してくれ

るJのかたちのつかい分けのなかに、その場面でのはなし手のたちばがうつし

だされるということであって、文の構造としては、どちらのかたちもひとしく

可能である。

きき手を目のまえにしてはなし手がかたる会話文においては、このつかい分

けは、ほぼ厳密になされる。動作やその結果にともなう利益(恩恵)をめぐっ

て、はなし手は、そのあたえ手のたちばにたっか、うけ手のたちばにたっかに

よって、主語をえらび、 r.........してやる」のかたちと r--してくれるJのかたち

をつかい分ける。 1人称の人聞が利益(思恵)のあたえ手のぱあい、そのうけ

手が2人称の人間でも 3人称の人間でも、基本的には、その述語は r.........してや

るjのかたちであって r.........してくれる」ではない。反対に、 1人称の人聞がそ

のうけ手のぱあい、そのあたえ手が2人称の人間でも 3人称の人間でも、基本

的には、その述語は r--してくれるJのかたちであって r.........してやるJではな

し、。

小説の地の文では、 1人称のかたりの形式をとっているものをのぞけば、ふ

つうは3人称の姿でかたられている。基本的には2人称の形式はでてこない。

地の文のばあい、かたり手は、これらの3人称の人間に対して、 r.........してや

るJのかたちと r--してくれるjのかたちのいずれかを選択しながら、動作に

ともなう利益性や恩恵性をめぐって、かたり手自身のたちぱをものがたること

になる。しかし、ひとつの小説において、作家は一貫して主人公のたちぱにた

って人間の姿をえがいているというわけではない。場面によって、作家はたち

ばをかえながら、それぞれの登場人物に思いをかたらせることになる。 3人称

の文の場合、 r--してやる」のかたちと r.........してくれる」のかたちのいずれを

選択しているかを確認すれば、その場面では、どちらの登場人物の側からえが

いているかをよみとることができるともいえるだろう。
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(かたり手が思恵のあたえ手のたちばにたつ)

- コロボックンクルは、・・・・それぞれ平等にアイヌ人たちに分けてやるので

し た。(赤い鳥)

・~聞怯この時計を実~;貿ってやったのである。(それから)
・質問県タオルで、投主Iり.領主ひやしてやった。(浮雲)
・人力ひきの海成主主〈協和製~さjy_(!?:気持.己主くんでやりました。

(新美南吉)

(かたり手が思恵のうけ手のたちぱにたつ)

- おばあさんはもうさきにきて、二人のためにねどこをのべてくれていると

ころでした。(壷井栄)

・主鰻i主佳奈のたφ~~ζどこからか机をかりてきて、それを二階の部屋の窓の

側においてくれた。(新生)

. -~~-~主6d主腰をずらして、津匝C主役l;、・・・・膝掛をしく余地をよ主主主

三主主。(明暗)

・おf~~_!Y. Þ_、おじさんと競争で二λをかわいがってくれました。

(壷井栄)

・満月堂の帰り、おばさふ法、三到主住、ぜんざいをさそってくれた。
(めし)

・誰なだ、質問役ずぶ濡れのジャンパーをぬがしてくれた。(浮雲)
・近ffiり~fffi~^於二人たってきて、荷物をおろしてくれたり、お良心婆.さ会

の下駄をさがしてくれたりした。(しろばんば)

“ヴォイス"のカテゴリーと隣接している“やりもらい"のカテゴリーの体

系について簡単にふれてみたが、この“やりもらい"の3つの形式は、動作主

体と客体の関係を表現することもありながらも、基本的には、 “動作にともな

う利益性(恩恵性)..という文法的な意味を表現するかたちであって、そのあ
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たえ手とうけ手をめぐって「するJ fされるJとは別の領域を分担しあって体

系を作っている。 rされるJのかたちに、 “動作にともなう不利益性"という

文法的な意味がになわされる場合、この“やりもらい"のカテゴリーに接する

ことでその意味がきわだたされたり、ときには反対に f.........してもらうjのかた

ちから恩恵性をうすめさせたりする。

あるひとつのカテゴリーの調査研究にとって、隣接するカテゴリーは、直接

には、その接している部分だけがかかわっているだろうが、その隣接するカテ

ゴリーそれ自身もまた、おおきな研究対象となるような体系をもっている。

“ヴォイス"のカテゴリーは“やりもらい"のカテゴリーのほかにも、 “人称

性"のカテゴリーとも、 “アスペクト"のカテゴリ}とも、 “可能性の表現"

のカテゴリーとも接している。そして、 “人称性"のカテゴリーもまた、 “モ

ダリティ"のカテゴリーや“テンス"のカテゴリーなどとも密接にかかわりあ

っている。ある文法的なカテゴリーの研究にたずさわり、それをあますところ

なく記述するには、こうしづ隣接するカテゴリーの研究の成果と、さらには、

文法体系全体の研究の成果が必要になる。

【おわりに】

この論文は2009年12月に『教科研国語部会・冬の集会」の場で報告したもの

である。この報告の基本的な構想は、 1986年 3 月の『教育国語84号~ (むぎ書

房)に掲載した『やりもらい構造の文』の中にすでにさしだされている。また、

1986年11月に発刊された『ことばの科学第 1 集~ (むぎ書房)に掲載されてい

る『うけみ構造の文』と、 1997年 7 月の『ことばの科学第 8 集~ (むぎ書房)

に掲載されている『うけみ構造の文の意味的なタイプJのふたつの論文の中に

私の fvoiceの体系Jについての基本的な構想がさしだされている。今回

のこの報告は、これらの論文の構想をコンパクトにまとめたものである。やり

もらい構造の文の体系には、「文の人称性」が大きくかかわっているのだが、

この「人称性Jについては、 2006年3月に発刊された『ことばの科学第11集』

(むぎ書房)に掲載されている『文の人称性について』も参照していただきたい。
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